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1. はじめに 

我が国の森林で測定された樹冠遮断量は年間 180
～480mm，年降水量に対する比率は 13～26％であ

り，多くが 20％程度であることが示されている 1)．

ここで示されたように，樹冠遮断量は降水量のかな

りの割合で発生するものであることがわかる．よっ

て，森林の水源涵養機能を定量化するにあたり，樹

冠遮断量の十分な把握が重要であると考えられる． 
 森林における水循環の実態を正確に把握するた

めには，現地観測による林内雨量の観測が不可欠で

ある．林床に到達する雨量は空間的なばらつきが大

きいため，その観測には多数の雨量計の設置，雨樋

の設置，大きなタンクの設置などの方法がある 2)．

しかし，雨量計の設置における必要密度は明確にな

っておらず，これを把握することが必至である． 
 現在，岐阜県高山市の観測場所で高密度に雨量計

を配置している．林内雨量を把握するために，この

雨量計のデータを用いて雨量計の必要密度を明確

にすることを目的とする．そこで，観測場所におい

て一定間隔に設置された雨量計は，どれくらいの数

があれば全体の林内雨量として扱うことができる

のかどうか，統計的解析を行う． 
 
2. 研究内容と方法 

観測場所は，岐阜県高山市大八川流域スギサイト

（TKC）と広葉樹サイト（TKY）の二箇所である．

TKC については，林外に 1 箇所，林内に 24 箇所の

雨量計を，TKY では林外に 1 箇所，林内に 25 箇所

の雨量計を設置している．観測期間は，TKC では

2009 年 4 月 9 日〜2009 年 12 月 9 日，TKY では 2009

年 4月 14日～2009年12月 5日である．本研究では， 

 
林外雨量計が最初に降水を観測してから 12 時間以

上降水の観測がなかったとき，その降水を 1 イベン

トと定義し，降雨データの分割を行ったところ，こ

の期間のイベントは TKC では計 33，TKY では計 58

回であった．また，データについては林外と林内の

両方の雨量が観測されたもののみを用いた．現在は，

TKC について解析している． 
 次に，プログラミング C++を用いてあるイベント

i の総雨量について全体（TKC:24 個，TKY:25 個の

雨量計）の平均と m（m=1，2，3，…，24，m=1，2，

3，…，25）個抽出した平均を比較する．全体の平

均値を R i[mm]，抽出した雨量計の値の平均値を

Rm[mm]とする．このとき，各抽出個数での平均値

と，雨量計全体の平均値との相対誤差を以下の z で

あらわし，相対誤差 z で，観測雨量の誤差を評価す

ることとする． 
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これらの各イベントの誤差より，それぞれのイ

ベントの誤差における標準偏差を求める．抽出個数

n と全イベントの標準偏差の平均との関係を図１に

示す． 

 次に，各イベントの降雨強度（mm/h）の上位３

つと下位３つについて，図２に示す． 

 同様に，各イベントの総雨量（mm）について図

３に示す． 

 

３ 考察 

図 1 より，抽出個数 n が増加するほど標準偏差

が小さくなる傾向があるといえる．また，抽出個数

n が増加するほど標準偏差の減少割合が小さくなっ
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ている． 
図２より，降雨強度が大きいほど，相対的誤差

のばらつきが小さいことがわかる．  
図３より，総雨量が大きいほど，相対的誤差の

ばらつきが小さいことがわかる． 
抽出個数 n が 7～8 のときまでは，標準偏差の減

少の割合が大きく，n=1 のときと比べて標準偏差が

約 1/3 となっているが，その後単調減少となってい

る．このことから，必要最小限の個数は 7～8 個と

いえる． 
 
４ まとめ 

 今回，高山市でのＴＫＣのデータを用いて雨量計

の抽出個数の変化による相対誤差の変化について

の解析を行った．これによると，抽出個数 nの小さ

いうちは急激に減少するが，その後単調減少となっ

た．しかし，漸近線となるような箇所は見当たらな

かった．よって，24 個ではまだ十分でなく，雨量計

の設置数を増やすことによって精度が上がると予

想される．しかしながら，概ね７～8 個以上となる

と，その誤差の減少傾向は一定かつ微少となるため，

７～8 個程度を雨量計個数の一つの目安として用い

ることも可能であると考えられる． 

今後，ＴＫＹについても同様に行っていき，これ

については発表会で発表する． 
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図 1 抽出個数 nと標準偏差との関係 
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図２ 降雨強度による抽出個数 n と標準偏差との

関係 
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図３ 総雨量による抽出個数 n と標準偏差との 

関係 
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